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子育て世帯への給付金 は全額現金一括給付
令和3年１1月29日～１２月10日まで定例議会が招集され一般会計　補正予算7億3,625万円など16件の議案が議決されました。

道路網の整備子育て世帯への臨時特別給付金

　子育て世帯の生活を支援するために一時金
（0歳〜18歳１人あたり１０万円）を支給。
〔臨時特別給付金　1億9,030万円〕

　集落間の道路および通行上危険な箇所の整備
を行い、安全に通行できる道路網の整備を行う。
〔道路新設改良費　2,301万円〕

請
願
・
要
望

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
法
制
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

新
日
本
婦
人
の
会
津
山
支
部

支
部
長　

山
本　

宣
子

紹
介
議
員　

藤
井　

智
江

　

夫
婦
別
姓
制
度
は
、子
ど
も
た
ち
の
福

祉
や
社
会
の
維
持
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
「
家
族
」
や
「
戸
籍
」
と
い
う
制
度

を
揺
る
が
せ
て
し
ま
う
懸
念
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
要
改
善

と
米
価
下
落
の
対
策
を
求
め
る
請
願

岡
山
県
農
民
運
動
連
合
会

代
表
者　

小
林　

一
実

紹
介
議
員　

藤
井　

智
江

　

請
願
の
表
題
に
つい
て
は
採
択
に
値
す
る

も
の
で
あ
る
が
、一部
内
容
に
つい
て
疑
義
が

あ
っ
た
た
め
全
会一致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

商
工
業
振
興
事
業
補
助
金（
小
規
模
事

業
者
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び
地
域

総
合
振
興
事
業
）の
予
算
措
置
に
つ
い

て
の
要
望

久
米
郡
商
工
会

会
長　

福
島　

一
壽

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
小
規
模
事
業

者
支
援
に
向
け
て
、引
き
続
き
予
算
措
置

が
必
要
で
あ
り
全
会一致
で
採
択
と
し
た
。

議 

員 

発 

議

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
家
の
経
営
支
援

を
求
め
る
意
見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
米
価
の
急
激
な
下
落
は
、
担
い
手
の
減

少
・
農
家
の
離
農
な
ど
地
域
経
済
や
農
村

集
落
維
持
に
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。農
家
の
安
定
経
営
を
図

る
農
業
対
策
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
日

本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

条 

例 

改 

正

美
咲
町
課
設
置
条
例
の一部
改
正

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、
総
合
支
所
の
２
課
を
１
課
に
統

合
す
る
組
織
の
機
構
改
革
を
行
う
も
の
。

美
咲
町
立
学
校
設
置
条
例
の一部
改
正

　

美
咲
町
立
旭
小
学
校
と
美
咲
町
立
旭

中
学
校
を
統
合
し
、
令
和
５
年
４
月
に
施

設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
美
咲
町
立
旭

学
園
を
開
校
す
る
た
め
。

美
咲
町
消
防
団
条
例
の一部
改
正

　

合
併
時
か
ら
の
著
し
い
人
口
減
少
に

よ
り
、
団
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
消
防
団
定
員
を「
９
３
０
人
」か

ら「
８
１
０
人
」に
見
直
す
も
の
。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
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問
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員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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子育て世帯への給付金 は全額現金一括給付
令和3年１1月29日～１２月10日まで定例議会が招集され一般会計　補正予算7億3,625万円など16件の議案が議決されました。

12月議会
でこんなことが
決まりました

ふるさと納税特産品贈呈事業

空き家を活用した移住・定住促進

3回目ワクチン接種

感染症対策事業

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を
目的に3回目の新型コロナウイルスワクチン接種
に向けての必要経費。
〔ワクチン接種事業　3,612万円〕

　新型コロナウイルス感染症予防策として抗原
検査キットを整備する。
〔資材購入費　100万円〕

　当初の見込みに比べ、寄付金額の増加が見
込まれるため。
〔返礼品や事務的な必要経費　1,500万円〕

　美咲町の空き家活用と移住を促進する。事
前相談を受けている件数が、予算額を上回って
いるため。
〔空き家の改修費用　390万円〕

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

左
居
議
員

山
本
宏
議
員

松
田
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

小
林
議
員

藤
井
議
員

山
本
資
議
員

板
垣
議
員

三
船
議
員

矢
吹
議
員

則
吉
議
員

中
西
議
員

請願第１号 選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提
出を求める請願

議
長 × × × × × × ○ × × × × × ×

【議案に対する討論】
［請願1号］
選択的夫婦別姓の法制化
を求める意見書の提出を求
める請願

（民生教育常任委員会の審
査結果は、不採択）

［不採択に反対］　選択的夫婦別姓制度は今までどおり同じ姓がいいと思う人は同じ
姓で、お互いに旧姓のままで夫婦が別の姓を希望するときは別の姓にすればいいわけ
で、選択肢ができるだけの話である。

藤井議員

［不採択に賛成］　夫婦別姓制度は、家族の絆や一体感を危うくしてしまう恐れがあり、個人
主義の追及や権利ばかりの主張が横行し、日本人の穏やかな気質や絆が崩壊しかねない。 左居議員

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本資、松田英二、松島啓の７人で
審査しています。

　旭地域の土砂災害危険箇所を
視察した。
　町道大山本線に対して今後大
規模な対策工事が予想されるが
早期着工が望まれる。

【地域みらい課】
多世代交流拠点の進捗は

【建設課】
農地の災害を復旧

今回計上の災害復旧事業費
の内訳はどうなっているか。
１２月補正・農地補助１７件、農
道１件、施設１件、計１９件。早
急な復旧に努める。

問

【くらし安全課】
消防団定員を削減

定員削減の条例改正である
が、現在の団員数は。
人口減少により、団員の確保
が困難であり定数９3０人から
８１０人に削減する。現有団員
７８５人である。

問

答

答

基本構想に沿って、順調に進
んでいるのか。
昨今の建築資材高騰の影響
により、厳しい計画になるが、
他の大規模事業も含めて、何
としても前に進めていきたい。

問

答

【理財課】
ふるさと納税の予算増額

発足当時は５万円であったが、
現在１億円を超えそうだが、補
正予算の使途は。
好評につき、年々寄付金が、上
向きであり、返礼品の早期対応
の為の、１,５００万円の増額補正
の計上。

問

答

【総務課】
地域振興課を新設

今回の条例改正は、総合支所
の件であるが、今後の体制と
目的は。
住民サービスの向上を図るた
め、総合支所の2課を、1課に
統合するものである。新組織
名は、地域振興課とする。

問

答

【産業観光課】
事業者を支援する交付金

現在の申請状況と、予算執行額
は。
申請済件数50件、予算１,５４０
万円に対して、執行額８３０万
円である。

問

答

江与味地内

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
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告



5 みさき

【柵原住民福祉課】
鉱山鉱害防止の費用減額

【住民税務課】
ゴミ処理の負担金増加

休廃止鉱山鉱害防止補助金
について、補正に７２万円を減
額する訳は。
コロナ禍で柵原鉱山にかかる
排水処理の経費が抑えられた
ため。今回特別交付税による
補助金も減額となった。

クリーンセンター負担金９９
万８,０００円の増額補正の経
緯は。
クリーンセンターの可燃ごみ
搬入量が増加し、場外搬出を
余儀なくされたため。

問 問

答 答

【保険年金課】
出産育児一時金の改正

出産育児一時金の額の改正内
容は。
産科医療補償制度未加入者に
対しては４,000円の増額支給
となった。

問

答

【教育総務課】
義務教育学校旭学園へ

美咲町立学校設置条例の一部
を改正する経緯は。
条例の小学校・中学校の表記
を義務教育学校とした。また、
旭地域の義務教育学校の名称
は旭学園に決定した。

問

答

【健康推進課】
コロナワクチン3回目接種

コロナワクチン3回目接種・感
染予防対策の補正予算額は。
3回目接種については３,６１２
万９,０００円を増額補正した。
他、抗原検査キット整備のた
め１００万円計上した。

問

答

【福祉事務所】
子育て臨時給付金を支給

追加議案の子育て臨時給付金
事業費1億９,0３０万円の内訳は。
出生予定を含め１,９００人を見込
み事業費1億９,0００万円、事務
費３０万円の計上を予定してい
る。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告
　民生・教育常任委員会は、住民税務課、、保険年金課、健康推進課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課
が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の７
人で審査しています。

　（仮称）柵原学園建設工事の現地視察
を行い進捗状況を確認した。　　　　　
　現在、造成工事に着手しており令和４年
１２月まで行い、それ以降、校舎建設工事
に入る予定。

書副地内

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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義務教育学校特別委員会からの報告
　義務教育学校特別委員会は、柵原地域および旭地域に建設する義務教育学校の創設に向けた取り組みに
対する審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／中西伶王　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

　10月1日に特別委員会を開催し、教育委員会が取り組ん

でいる美咲町立義務教育学校旭学園（仮称）および柵原学園

（仮称）の進捗状況について審査を行った。

　旭義務教育学校については、多くの応募の中から新学校

名が美咲町立旭学園と決定した。

　柵原地域義務教育学校については、学校敷地造成工事お

よび関連する稗田川河川改修工事などについて審査を行っ

た。

　令和4年度中に工事が進む予定である。

多世代交流拠点特別委員会からの報告
　多世代交流拠点特別委員会は、中央地域および旭地域に建設する多世代交流拠点の施設整備や運営方法に
ついての審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／三船博之　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

　１１月１日、１月２１日に特別委員会を開催し、多世代交流拠
点整備事業の進捗状況について審査を行った。

　コロナ禍による資材の価格高騰などにより第１回目の公募

が不調に終わったことを受け公募事業者の範囲拡大、建物の

事業内容変更などについて審査を行った。

　義務教育学校建設、合併特例債との関係、公債費比率の上

昇、工事価格の増加などについて活発な意見が出された。

　最後に執行部、議会が力を合わせ、よりよい拠点づくりの

建設に尽力することを確認した。

委 員 会 の活動

書副地内

原田地内

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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ページ 議員名 質　問　内　容

8 延原  正憲 １．美作岡山道路への積極的な対応を
２．危険家屋除却の取り組みは

9 三船  博之
１．振興計画と個別計画との整合性は
２．各種団体への補助金の見直しは
◇　町主要施策の点検は

10 則吉  洋介 １．町の若者を増やすための政策は
２．町振興作物への指導体制は

11 左居  喜次 １．任期残り１年に向けた決意は
２．美咲桃太郎で地域おこしを

12 矢吹  一郎 １．コロナ禍に伴う米価下落への対応は
２．義務教育学校の感染対策は

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

13 板垣  正寿
１．太陽光パネル乱立をどう考える
２．新学校で人口減少どう解決する
◇　育児・介護の包括的支援体制の強化を

14 藤井  智江
１．高齢者用補聴器購入に補助を
２．高齢者施設での人権を守れ
◇　町長の政治姿勢を問う

15
山本  宏治 １．どうにかならぬか民家への鳥獣被害

山本　  資 １．地域福祉・農業従事者への支援策は

16
中西  伶王 １．子育て支援充実の政策は

松田  英二 １．若者定住促進住宅の整備が必要

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
質問の状況については、
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

町
政
を
問
う

美咲町指定天然記念物　安井の一本杉（推定樹齢350年）

みさき

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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美作岡山道路への積極的な対応を

危険家屋除却の取り組みは

本年度中に協議会に諮りたい

問　
美
作
岡
山
道
路
の

最
後
の
区
間
が
令
和

３
年
３
月
に
国
の
補
助
事

業
に
採
択
さ
れ
、
９
月
末

に
は
飯
岡
地
区
の
内
水
対

策
お
よ
び
美
作
岡
山
道
路

計
画
の
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
11
月
か
ら
は
用
地
測

量
・
物
件
調
査
も
開
始
さ

れ
て
お
り
、
道
路
事
業
は

着
実
に
進
ん
で
い
る
。

①
専
門
職
員
の
配
置
な
ど

町
の
協
力
体
制
は
。

②
道
路
事
業
に
起
因
す
る

地
元
課
題
へ
の
対
応
方
針

は
。

③
柵
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
活
用
し
た
地
域
振
興

策
を
具
体
化
す
る
方
策
は
。

答
青
野
町
長

①
ま
ず
は
柵
原
総

合
支
所
に
住
民
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置

し
、
遅
滞
な
く
体
制
を
整

え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
県
へ
伝
達
す
べ
き
も

の
、
町
と
し
て
対
応
す
べ

き
も
の
、
地
域
・
自
治
会

と
し
て
対
応
す
べ
き
も
の

を
整
理
・
区
分
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

③
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

活
用
し
た
周
辺
地
区
並
び

に
柵
原
地
域
の
町
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
諸
課
題

の
整
理
や
方
針
に
つ
い
て

協
議
・
検
討
を
始
め
た
い
。

問　
老
朽
化
し
て
危
険

な
家
屋
は
、
所
有
者

の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

管
理
・
除
却
さ
れ
る
べ
き

個
人
の
財
産
で
あ
る
が
、

住
民
の
安
全
・
安
心
の
観

点
か
ら
、
除
却
を
推
進
す

る
こ
と
は
行
政
の
課
題
で

も
あ
る
。

　
令
和
３
年
３
月
議
会
の

一
般
質
問
で
、
除
却
推
進

の
前
向
き
な
対
応
策
を
検

討
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

 

こ
れ
の
検
討
状
況
と
除

却
実
績
を
確
認
し
た
い
。

①
美
咲
町
空
家
等
対
策
協

議
会
に
お
け
る
特
定
空
家

の
認
定
状
況
は
。

②
老
朽
危
険
家
屋
の
解
体

撤
去
に
つ
い
て
町
の
補
助

制
度
の
利
用
実
績
は
。

③
新
た
な
補
助
制
度
の
検

討
結
果
と
導
入
予
定
は
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

①
特
定
空
家
の
対
象

は
４
件
あ
る
が
、対
策
協
議

会
で
認
定
し
た
も
の
は
ま
だ

な
い
。

②
町
の
補
助
制
度
を
利
用

し
た
除
却
実
績
は
別
表
の

と
お
り
で
、交
付
金
額
を
最

高
１
５
０
万
円
に
増
額
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
、
利
用
件

数
は
少
な
い
。

③
現
在
新
制
度
を
設
計
中

で
あ
り
、
本
年
度
中
に
開

催
予
定
の
対
策
協
議
会
に

諮
る
予
定
で
あ
る
。

質問

答弁 体制を整えて対応していく

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

美作岡山道路の住民説明会

延原正憲（のぶはら  まさのり）議員

動 画

老朽危険家屋解体撤去費
補助金交付実績表
年度 利用件数

平成25年度 １件

平成26年度 １件

平成27年度 １件

平成28年度 １件

平成29年度 １件

平成30年度 3件

令和元年度 １件

令和2年度 １件

令和3年度見込み 3件

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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各
種
団
体
への
補
助
金
の
見
直
し
は

目
的
・
趣
旨
を
再
確
認
し

見
直
し
て
い
く

問　
美
咲
町
第
三
次
振

興
計
画
に
は
実
施
計

画
を
策
定
せ
ず
、
各
分
野

の
個
別
計
画
に
よ
り
施

策
・
事
業
展
開
を
し
て
い

く
と
あ
る
。　
　

  

個
別
計
画
の
中
に
は
、

令
和
３
年
度
に
終
了
す
る

も
の
や
、
新
し
く
計
画
を

立
て
た
も
の
が
多
数
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
に
あ

た
っ
て
振
興
計
画
と
の
整

合
性
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
年
度
ご
と
に
振

興
計
画
の
進
捗
状
況
を
わ

か
り
や
す
く
見
直
し
て
い

く
よ
う
に
は
な
ら
な
い
か
。

答 

青
野
町
長

　

美
咲
町
第
三
次
振

興
計
画
は
賢
く
収
縮
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
上
で

最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　

個
別
計
画
・
指
針
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
新
規
の
計

画
な
ど
は
第
三
次
振
興
計

画
に
基
づ
い
て
策
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
来
年
三
月
を
め

ど
に
今
年
度
の
見
直
し
整

理
を
行
う
。

答 

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

全
て
が
一
致
す
る

事
は
難
し
い
が
充
分
に
調

整
し
て
、
こ
の
先
も
整
合

性
を
図
っ
て
行
く
。

問　
合
併
当
時
三
百
余

あ
っ
た
援
助
団
体
・

補
助
団
体
・
支
援
団
体
へ

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
自
体
が
賢
く
収
縮
し

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

聖
域
を
設
け
ず
に
一
歩
踏

み
込
ん
で
一
か
ら
の
見
直

し
を
求
め
る
。

答 

青
野
町
長

　

合
併
以
来
大
き
な

見
直
し
を
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
補
助
金
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
行
財
政
審
議
会

な
ど
で
団
体
を
維
持
す
る

た
め
の
補
助
金
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
な
ど
の
指
摘

を
い
た
だ
き
、
住
民
満
足

度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
持
続
的
に
提
供
す
る
た

め
に
も
、
補
助
金
本
来
の

目
的
・
趣
旨
を
再
確
認
し

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

答 

篠
原
理
財
課
長

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

多
く
使
わ
れ
て
い
た
補
助

金
を
地
域
運
営
に
活
用
す

る
よ
う
、
現
在
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

答 

平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

補
助
団
体
の
活
動

状
況
の
精
査
を
行
い
、
適

正
な
補
助
金
の
交
付
に
よ

り
補
助
団
体
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

答 

忠
政
副
町
長

　

町
長
を
先
頭
と
し

て
、
行
財
政
改
革
推
進
の

観
点
か
ら
も
補
助
金
の
在

り
方
も
含
め
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

振興計画と
個別計画との整合性は質問

答弁

質問

答弁

振興計画に基づいて
策定している

質問

答弁

質問

答弁

地域活性化のために

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

令和3年度補助金基本目標別（単独町費）
160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

暮らしやすい
まちづくり

元気に暮らせる
まちづくり

生きる力を育む
まちづくり

地域で支え合う
まちづくり

安心・安全な
まちづくり

賢く収縮する
まちづくり

総額：263,732千円
単位：千円

42,95542,955

140,536140,536

42,15642,156
33,14633,146

4,6394,639 300300

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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町の若者を増やすための政策は

町振興作物への指導体制は

高収益作物へ転換を推進する

問　
美
咲
町
の
人
口
減

少
率
は
県
下
ワ
ー
ス

ト
で
あ
り
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
ど
の

よ
う
な
政
策
を
取
っ
て
い

る
の
か
。

①
若
者
の
定
住
化
に
子
育

て
す
る
分
譲
地
が
必
要
で

あ
る
が
J
R
亀
甲
駅
周

辺
、
国
道
53
号
線
沿
い
で

の
分
譲
地
計
画
は
。

②
柵
原
、
旭
地
域
の
分
譲

地
計
画
は
。

③
本
町
を
教
育
の
町
と
し

て
提
唱
し
町
内
外
へ
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

答 

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

①
J
R
亀
甲
駅
周
辺

の
分
譲
地
は
本
庁
舎
跡
地

活
用
の
中
で
考
え
て
い
く
。

　

国
道
53
号
線
沿
い
、
原

田
地
内
の
分
譲
地
は
16
区

画
を
予
定
し
て
い
る
。

答
青
野
町
長

②
若
者
定
住
、
子
育

て
支
援
に
分
譲
地
の
整
備

は
大
変
有
効
な
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

中
央
地
域
だ
け
で
な
く

柵
原
、
旭
地
域
に
お
い
て

も
、
分
譲
地
の
整
備
計
画

を
進
め
た
い
。

答
黒
瀬
教
育
長

③
町
内
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
を
小
中
一
貫

教
育
校
と
し
て
教
育
委
員

会
規
則
に
定
め
て
い
る
。

　

教
育
の
町
の
提
唱
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
町
で
は
多
く
の

農
産
物
が
あ
る
が
、

特
に
ブ
ド
ウ
の
作
付
け
は

20
町
歩
と
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
指
導
を
す
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

平
成
28
年
度
に
美

咲
ブ
ド
ウ
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
集
出
荷
の
拠
点
施
設

が
完
成
し
て
い
る
。

　

東
京
大
田
市
場
や
銀
座

な
ど
へ
本
町
産
ブ
ド
ウ
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
が
国
、
県
と
共
に
な

り
ブ
ド
ウ
棚
、
ハ
ウ
ス
整

備
の
助
成
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
産
地
拡
大
へ
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

本
町
は
次
な
る
ブ
ド
ウ

の
団
地
化
を
推
進
す
る
候

補
地
と
し
て
県
の
ネ
ク
ス

ト
産
地
づ
く
り
事
業
推
進

地
区
と
な
っ
て
お
り
、
産

地
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
検
討
し
て
い
く
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

 

ブ
ド
ウ
の
作
付
面

積
は
全
体
で
約
45
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。

　

指
導
体
制
と
し
て
は
、

県
と
連
携
し
新
規
就
農
者

が
栽
培
を
学
ぶ
機
会
に
濃

農
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
、
今

年
度
は
26
名
が
受
講
し
て

い
る
。

　

ブ
ド
ウ
以
外
の
農
作
物

に
も
多
く
の
町
振
興
作
物

が
あ
り
、
高
収
益
作
物
へ

の
転
換
を
推
進
し
て
い
く
。

質問

答弁 定住・子育て支援に取り組む

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

期待される新たな分譲地

則吉洋介（のりよし  ようすけ）議員

高収益の作物を求めて

動 画

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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美
咲
桃
太
郎
で
地
域
お
こ
し
を

元
気
と
活
力
を
発
信
し
て
い
く

問　
青
野
町
長
は
、
就

任
か
ら
３
年
を
迎
え

る
が
、
人
口
減
少
が
進
む

中
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
地
方
交
付
税
が
ピ
ー

ク
時
に
比
べ
10
億
円
減
る

一
方
で
手
つ
か
ず
だ
っ
た

行
財
政
改
革
を
は
じ
め
、

合
併
特
例
債
の
発
行
期
限

が
迫
る
中
、
判
断
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
新
庁
舎

を
含
む
町
中
心
部
の
拠
点

整
備
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
山
積
す
る
中
で
の
船
出

だ
っ
た
か
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
任
期
ま
で
残
り
１
年

に
向
け
た
決
意
と
、
任
期

中
に
こ
れ
だ
け
は
や
り
遂

げ
る
と
い
っ
た
思
索
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。

答 

青
野
町
長

　

長
い
停
滞
と
混
乱

か
ら
脱
し
、
今
ま
さ
に
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
成
否
が
向
こ
う
10

年
、
20
年
先
の
町
の
在
り

方
を
左
右
す
る
と
い
う
大

き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　

住
民
が
こ
の
町
に
住
む

こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
こ
そ
、
私
が
目

指
す
「
ひ
と
輝
く
ま
ち
み

さ
き
」
の
姿
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
人
の
力
を
引

き
出
し
な
が
ら
、
町
民
の

皆
様
と
総
力
戦
で
町
の
未

来
を
切
り
開
い
て
い
く
。

問　
打
穴
中
・
打
穴
下

に
伝
え
ら
れ
て
い
る

伝
説
「
桃
太
郎
」
は
、
昭

和
３
年
発
刊
の
美
保
村
誌

に
記
述
が
あ
る
。

　
三
大
伝
説
地
と
い
わ
れ

て
い
る
岡
山
、
香
川
県
鬼

無
、愛
知
県
犬
山
市
の「
桃

太
郎
」
は
、
昭
和
５
年
に

発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
美

咲
の
「
桃
太
郎
」
は
、
そ

れ
よ
り
２
年
前
に
発
表
さ

れ
て
お
り
、
日
本
一
早
い

も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
元
有
志
を
中

心
に
鬼
山
を
起
点
に
取
り

組
み
を
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
桃
太
郎
伝
説
の
伝

承
や
観
光
事
業
に
取
り
組

み
、
地
域
活
性
化
に
活
か

せ
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

町
内
で
は
９
月
に

美
咲
桃
太
郎
の
会
が
元
祖

桃
太
郎
ウ
ォ
ー
ク
と
し
て

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
３
㎞

の
コ
ー
ス
を
案
内
し
、
多

く
の
人
が
参
加
し
た
。

　

町
外
で
は
、
今
年
10
月

に
、
山
梨
県
大
月
市
に
お

い
て
、
日
本
桃
太
郎
連
合

会
の
主
催
に
よ
る
「
第
18

回
桃
太
郎
サ
ミ
ッ
ト
２
０

2
1
in
大
月
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

そ
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
を

来
年
美
咲
町
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
応
援
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

多
く
の
人
に
美
咲
の
元

祖
桃
太
郎
伝
説
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
観
光
と
も
連

携
を
し
、
元
気
と
活
力
を

発
信
し
て
い
く
。

任期残り１年に向けた決意は質問

答弁

質問

答弁

総力戦で町の未来を切り開く

質問

答弁

質問

答弁

左居喜次（さこ  よしつぐ）議員

動 画

桃太郎参上 !なるか地域おこし

青野町長７つの挑戦
１ 義務教育学校仮称柵原学園の建設。

２ 町中心部の多世代交流拠点施設の整備。

３ 県北初となる義務教育学校旭学園の建設と、
（旭地域の）多世代交流拠点施設の整備。

４ 大きな事業が続く中、将来にわたって健全な
財政を維持していくための行財政改革。

５ 集落を維持していくための小規模多機能自
治による地域づくり。

６ 地域の課題解決と関係人口の拡大を目指
し、ＤＭＯの推進。

７ 持続可能なまちづくりの核となる組織をつく
っていくための役場内の庁内改革。

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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義務教育学校の感染症対策は

室内環境の新システムを検討する

問　
外
食
産
業
の
自
粛

に
よ
り
、
米
の
需
要

が
減
少
し
米
価
が
大
幅
に

下
落
し
、
生
産
農
家
の
経

営
に
著
し
い
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
。

　
近
隣
の
市
町
村
で
は
予

備
費
を
充
当
し
て
対
応
し

て
い
る
。
本
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
議
会
か
ら
、
農
家
の
経

営
支
援
を
求
め
る
要
望
書

を
町
長
に
提
出
し
、
回
答

は
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
後
の
具
体
的
な
内
容
と

取
り
組
み
は
。

答 

青
野
町
長

　

需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
令
和
三

年
産
米
の
概
算
金
は
前
年

と
比
較
し
て
一
俵
あ
た
り

三
千
円
か
ら
四
千
円
の
大

幅
な
下
落
と
な
っ
て
お

り
、大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

　

米
の
下
落
幅
が
大
き

く
、
単
独
町
費
の
み
で
賄

う
こ
と
が
難
し
く
、
国
か

ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
お
よ
び
経
済
対
策
交
付

金
の
動
向
が
あ
れ
ば
、
本

町
に
お
い
て
も
米
の
価
格

下
落
に
対
し
て
の
給
付
を

行
う
。

　

国
に
対
し
て
も
、
長
期

に
わ
た
る
安
定
的
な
米
価

の
支
援
措
置
の
要
望
を
行

う
。

問　
現
在
、
新
設
義
務

教
育
学
校
の
設
計
段

階
に
あ
る
と
思
う
が
、
感

染
症
対
策
と
し
て
新
し
い

取
り
組
み
が
あ
る
か
。

　
新
築
工
事
な
ら
で
は
の

利
点
を
活
か
し
、
熱
交
換

器
を
取
り
入
れ
た
空
調
換

気
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
、

提
案
し
た
い
。　

　
教
室
の
窓
の
開
放
な
し

で
の
換
気
が
可
能
で
あ

り
、
室
内
の
温
度
管
理
向

上
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
・
室
内
の
衛
生
環

境
の
改
善
に
効
果
が
あ

り
、
是
非
と
も
検
討
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

答
神
坂
教
育
総
務
課
長

　

現
在
、
詳
細
設
計

の
段
階
で
あ
り
、
従
来
の

検
温
機
器
な
ど
の
設
置
に

加
え
て
、
吹
き
抜
け
を
利

用
し
た
自
然
換
気
・
水
道

の
自
動
水
栓
・
ト
イ
レ
な

ど
、
感
知
式
照
明
・
地
中

熱
を
利
用
し
た
ク
ー
ル
ヒ

ー
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
換
気

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

　

災
害
時
な
ど
に
お
け
る

室
内
空
調
環
境
の
改
善
に

役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

　

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の

抑
制
や
将
来
的
な
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
、
感

染
症
の
効
果
な
ど
、
事
業

費
全
体
の
枠
内
で
検
討
し

て
い
く
。

コロナ禍に伴う
米価下落への対応は質問

答弁 国からの経済対策交付金で対応する

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

育てよう日本の農業

動 画

新たな感染症対策の導入を

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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新
学
校
で
人
口
減
少
ど
う
解
決
す
る

学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
進
め
る

問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
が
町
内
各
所
で

進
ん
で
い
る
。
省
エ
ネ
、

C
O
²
削
減
、
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
観
点
か

ら
太
陽
光
発
電
も
必
要
で

あ
る
が
、
美
し
い
里
山
の

景
観
保
全
も
大
事
で
あ
る
。

　
急
傾
斜
地
な
ど
、
が
け

崩
れ
が
危
ぶ
ま
れ
る
土
地

へ
の
設
置
に
は
防
災
の
観

点
か
ら
そ
の
抑
止
力
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

条
例
制
定
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
里
山
の
景
観
を

守
る
た
め
の
指
針
や
、
町

独
自
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
今
後
の
基

本
方
針
は
あ
る
か
。

答
青
野
町
長

　
土
砂
災
害
が
危
ぶ

ま
れ
る
区
域
で
設
置
す
る

場
合
に
は
事
前
に
県
知
事

へ
の
届
出
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
防
災
面
で
は
一
定

の
抑
止
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
独
自
に
ル
ー
ル
づ
く
り

を
検
討
し
、他
自
治
体
の
条

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研

究
す
る
。　
　

　
景
観
保
全
に
つ
い
て
は

開
発
業
者
の
地
元
説
明
会

を
求
め
る
な
ど
研
究
す
る
。

　
太
陽
光
発
電
開
発
は
生

態
系
が
保
全
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
現
在
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
調
査

し
検
討
し
て
い
る
。

問　
何
十
億
円
を
か
け

て
義
務
教
育
学
校
を

設
立
す
る
な
ら
、
そ
の
中

身
が
重
要
で
あ
る
。
特
に

旭
地
域
に
関
し
て
は
人
口

減
少
が
著
し
い
。

　

 

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
は
よ
り
良

い
学
校
を
つ
く
り
、
こ
ん

な
学
校
に
行
き
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
未
来
志
向
の

教
育
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

　

 

新
し
い
教
育
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
 

人
口
減
少
課
題
解
決
の

突
破
口
と
し
て
、
学
区
外

通
学
や
学
校
選
択
制
度
、

在
宅
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答 

黒
瀬
教
育
長

　

義
務
教
育
学
校
の

目
的
の
一
つ
は
、
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
で

あ
る
。

　

特
に
旭
地
域
で
は
生
き

残
り
を
か
け
た
学
校
づ
く

り
と
し
て
、
地
域
課
題
解

決
型
学
習
や
キ
ャ
リ
ヤ
教

育
、
郷
土
教
育
な
ど
地
域

と
学
校
が
連
携
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

学
区
外
通
学
は
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
れ
ば
住
所

変
更
し
な
く
て
も
転
校
が

可
能
で
あ
る
。

 

学
校
選
択
制
度
は
ま
だ

法
的
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
住
所
変
更
が
原
則

で
あ
る
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
席

扱
い
は
今
の
段
階
で
は
難

し
い
。

太陽光パネル乱立をどう考える質問

答弁

質問

答弁

独自にルールづくりを検討する

質問

答弁

質問

答弁

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

SDGs世界が掲げる開発目標

学校に新しい教育を

動 画定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告



14美咲町議会だより  No.67  ＜2022.2＞

高齢者施設での人権を守れ

適切な対応に努めている

問　
高
齢
者
の
難
聴
は

認
知
症
の
発
症
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
多

く
の
専
門
家
が
指
摘
し
て

い
る
。

　

 

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

使
い
便
利
が
良
く
な
っ
て

い
る
が
、
高
額
で
年
金
暮

ら
し
で
は
購
入
が
困
難
で

あ
る
。

　

 

加
齢
用
補
聴
器
購
入
時

に
補
助
制
度
の
創
設
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答 

山
崎
保
険
年
金
課
長

　

加
齢
に
よ
る
難
聴

者
に
対
す
る
助
成
金
制
度

は
現
在
な
い
が
、
全
国
で

は
国
に
対
し
公
的
な
補
助

制
度
の
要
請
や
独
自
で
補

助
制
度
を
設
け
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
補
助
金

制
度
は
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

問　
瀬
戸
内
市
、
備
前

市
で
は
非
課
税
世
帯

の
人
を
対
象
に
５
万
円
の

補
助
制
度
が
あ
る
。

　

 

国
や
県
に
対
し
補
助
制

度
の
創
設
を
強
く
要
請
し

て
ほ
し
い
。

　
介
護
保
険
の
予
防
事
業

の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答 

山
崎
保
険
年
金
課
長

　

国
や
県
へ
の
要
望

は
、
近
隣
自
治
体
の
取
り

組
み
、
動
向
を
注
視
し
、

検
討
、
研
究
を
す
る
。

　

補
聴
器
は
、
介
護
保
険

制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。

問　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

介
護
施
設
は
家
族
の

面
会
が
で
き
ず
、
県
内
で

も
一
部
の
介
護
施
設
で
職

員
に
よ
る
入
所
者
へ
の
虐

待
が
報
道
さ
れ
た
。

　
美
咲
町
は
保
険
者
と
し

て
十
分
責
務
を
果
た
し
て

い
る
か
。

①
施
設
の
指
導
は
適
切
か
。

②
家
族
な
ど
か
ら
施
設
へ

の
指
導
要
請
は
な
い
か
。

③
苦
情
・
要
請
に
ど
う
対

処
す
る
か
。

答 

山
崎
保
険
年
金
課
長

①
町
内
21
事
業
者
の

実
地
指
導
は
３
年
毎
を
目

安
に
面
談
方
式
で
実
施
し

て
い
る
。

②
家
族
か
ら
の
指
導
要
請

は
な
い
。

③
事
業
所
へ
調
査
協
力
要

請
を
行
い
事
実
確
認
す
る
。

　

県
へ
報
告
・
連
絡
を
す

る
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き

は
監
査
へ
切
り
替
え
、
立

ち
入
り
調
査
を
す
る
。

問　
他
の
市
町
村
の
施

設
は
、
そ
の
市
町
村

が
指
導
す
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
保
険
者
と
し

て
、
町
民
の
安
心
安
全
の

た
め
責
任
の
一
端
を
担
い

高
齢
者
の
人
権
を
守
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
山
崎
保
険
年
金
課
長

他
の
自
治
体
の
事
例

に
つ
い
て
は
答
え
る
立
場

に
な
い
。

高齢者用補聴器購入に補助を質問

答弁 補助制度は今後の検討課題

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

認知症の予防には補聴器の活用を

動 画 定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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問　
田
畑
で
は
、
補
助

制
度
で
鳥
獣
対
策
が

で
き
て
い
る
が
、
現
状
で

は
高
齢
者
世
帯
の
民
家
に

ま
で
鳥
獣
被
害
が
危
惧
さ

れ
る
。
民
家
に
は
補
助
制

度
が
難
し
い
と
思
う
が
一

人
住
ま
い
の
高
齢
女
性
な

ど
対
応
が
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
地
域
共
通
で
の
問
題
で

も
あ
り
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

答 

青
野
町
長

　

農
作
物
被
害
へ
の

補
助
制
度
は
活
用
で
き
る

が
、
個
人
家
屋
内
に
つ
い

て
の
補
助
制
度
は
現
状
で

は
な
い
。

　

し
か
し
高
齢
者
一
人
世

帯
が
40
％
を
超
え
て
お

り
、
今
後
は
地
域
活
動
の

小
規
模
多
機
能
自
治
の
中

で
、
地
域
を
守
る
解
決
策

と
し
て
地
域
活
動
交
付
金

制
度
は
必
要
と
考
え
る
。

調
査
、
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

答 

林
田
産
業
観
光
課
長

　
鳥
獣
対
策
の
農
作

物
被
害
に
対
す
る
防
護
柵

の
執
行
額
は
、
国
、
町
で
約

１
︐４
０
０
万
円
で
捕
獲
数

は
１
︐９
２
７
頭
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
内
各
地
で
鳥
獣
被
害

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
講
習
会

を
開
催
し
て
お
り
、地
域
で

の
啓
発
活
動
を
お
願
い
し

た
い
。

どうにかならぬか
民家への鳥獣被害質問

答弁 小規模多機能自治の取り組みの中で協議を

質問

答弁

民家にまで迫る鳥獣被害

山本宏治（やまもと  こうじ）議員

動 画

動 画

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

地域福祉・農業従事者への
支援策は質問

答弁 ひとり一人にあった支援を
検討する

質問

答弁

問　
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
の
福
祉

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
そ
し
て
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
も
進
み
、
耕
作

放
棄
地
が
増
加
傾
向
で
、

将
来
の
地
域
環
境
の
荒
廃

が
心
配
さ
れ
る
。
今
か
ら

取
り
組
む
政
策
は
何
か
。

答 

青
野
町
長

　

福
祉
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
ひ
と
り
一
人
に

あ
っ
た
支
援
策
を
検
討

し
、
農
地
の
荒
廃
化
問
題

は
、
関
係
機
関
と
検
討
し

て
い
く
。

答 

牧
野
福
祉
事
務
所
長

　

緊
急
通
報
装
置
お

よ
び
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て
各
自
治
会

長
、
民
生
委
員
の
協
力
に

よ
り
、
小
地
域
ケ
ア
会
議

や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で

検
討
い
た
だ
き
、
安
心
・

安
全
な
地
域
で
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答 

林
田
産
業
観
光
課
長

　

荒
廃
農
地
の
発
生

防
止
と
解
消
の
取
り
組
み

は
、
国
、
県
の
事
業
が
あ

れ
ば
活
用
し
、
農
地
保
全

政
策
に
つ
い
て
関
係
機
関

な
ど
を
含
め
検
討
す
る
。

山本　資（やまもと  たすく）議員

地域福祉の充実を求めて
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定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

問　
地
域
課
題
解
決
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
は

答
宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

職
員
メ
ン
バ
ー
と

様
々
な
議
論
の
結
果
、
子

育
て
ア
プ
リ
の
自
主
開
発

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

子
育
て
ア
プ
リ
の
利
点

は
何
か
と
い
う
と
、
い
わ

ゆ
る
24
時
間
、
親
子
、
そ

れ
か
ら
役
場
と
結
び
つ
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

形
で
、
不
安
を
今
よ
り
も

少
な
く
で
き
る
。

　

仮
想
空
間
の
ス
マ
ホ
か

ら
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い

っ
た
リ
ア
ル
な
場
に
つ
な

げ
て
い
き
、
集
う
場
の
重

要
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

職
員
メ
ン
バ
ー
と
ア
プ

リ
を
一
つ
の
解
決
策
と
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
既
存
の
子
育
て
ア

プ
リ
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
の
で
は
な
く
「
美

咲
町
公
式
ア
プ
リ
」
を
つ

く
り
、
子
育
て
情
報
だ
け

で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
住
民
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
ア
プ
リ
を
開
発
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答 
宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

現
状
、
母
子
モ
と

う
さ
ぎ
メ
ー
ル
と
い
っ
た

二
つ
も
似
た
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
母
子
モ
自
体
は

全
国
統
一
の
も
の
な
の

で
、
近
隣
の
市
町
村
で
も

同
じ
も
の
を
使
用
し
て
い

る
と
か
、
情
報
が
一
方
通

行
に
な
り
が
ち
と
い
っ
た

問
題
点
が
あ
る
。

　

将
来
的
に
は
本
町
の
総

合
ア
プ
リ
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中西伶王（なかにし  れお）議員

子育て支援充実の政策は質問

答弁 よりよい支援策を検討する

質問

答弁

若者定住促進住宅の整備が必要質問

答弁 住宅の在り方を総合的に検討する

質問

答弁

問　
昨
年
実
施
さ
れ
た

国
勢
調
査
確
定
値
に

よ
る
と
本
町
の
人
口
減
少

率
の
マ
イ
ナ
ス
幅
は
県
下

最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
奈
義
町
や
久
米
南
町
で

は
、
若
者
定
住
を
目
的
と

し
た
公
営
住
宅
を
建
設
し

て
一
定
の
効
果
が
出
て
い

る
よ
う
だ
。

　
本
町
に
設
置
さ
れ
て
い

る
公
営
住
宅
を
建
て
替
え

る
際
に
若
者
定
住
促
進
住

宅
を
建
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答 

青
野
町
長

　

現
時
点
で
公
営
住

宅
を
建
て
替
え
る
と
い
う

計
画
は
考
え
て
い
な
い
。

　

公
営
住
宅
の
維
持
管
理

に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
る
た
め
、
現
状
で
は

民
間
の
活
用
を
基
本
と
し

て
行
き
た
い
と
い
う
の
が

町
と
し
て
の
方
針
で
あ
る
。

問　
近
年
で
は
若
者
定

住
の
即
戦
力
と
し
て

民
間
活
力
を
利
用
し
て
戦

略
的
に
住
宅
を
設
置
す
る

自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
公
共

用
地
の
提
供
や
民
間
活
力

助
成
金
の
創
設
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

答 

青
野
町
長

　

住
宅
に
関
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
助
成
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
町
独
自
の

補
助
制
度
も
含
め
て
総
合

的
に
在
り
方
を
考
え
て
い

く
。

本当にアップデートは必要か

松田英二（まつだ  えいじ）議員

こんな住宅なら住みたいな
（奈義町若者定住促進住宅）

動 画

動 画
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定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

非課税世帯に一世帯１０万円の給付金を支給
1月臨時議会でこんなことが決まりました

米価下落に対する支援金非課税世帯に１０万円を支給
　国の政策により住民税非課税の世帯に対して１０万
円の給付金を支給する。
〔社会福祉総務費　2億4,924万円〕

　令和３年産米の大幅下落に対して農家の経営を支
援する。
〔農業振興費　7,000万円〕

旭保育園の受水槽を修繕美咲中央小にエアコン設置
　美咲中央小学校の特別教室にエアコンを設置して
感染症予防の対策を図る。
〔小学校管理費　800万円〕

　旭保育園の老朽化した受水槽を修繕して水環境を
整える事で手洗いなど感染症予防を図る。
〔児童福祉施設費　1,100万円〕

コロナ対策の備品などを配置柵原文化センターを改修
　災害時避難場所として機能できるように柵原文化セ
ンターの屋根・空調・電気などの改修を行う。
〔公民館費　1,120万円〕

　町内の保育園・小学校・中学校にコロナ対策のため
の備品・消耗品などを配置する。
〔教育総務費　1,210万円〕
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定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告

ファシリテーション研修会

美咲町成人式が開催されました

　10月27日に九州大学大学院加留部貴行准教授を講師にお迎えしてファシリテーションを勉強する議員研修
会を実施しました。

　1月9日に美咲町成人式が厳粛に開催されました。
　今年の新成人は、平成13年4月2日～平成14年4月1日の間に生まれた138人で、 男性68人・女性70人が
対象となり、 このうち110人の出席となりました。
　華やかにそして逞

たくま
しく成長した新成人に対して町長・議長よりそれぞれ餞

はなむけ
の言葉が贈られ、 成人式実行委員

長の薮木莉野さんから成人を代表しての謝辞が述べられました。

　会議やミーティングにおける発言や参
加を促し、 話の流れを整理しながら円滑
に進める技法

　ファシリテーションを行う上で効率的
かつスムーズな会議を実現する進行役
のこと

ファシリテーションとは ファシリテーターとは

動 画議員研修

式典参加

対話
(dialog)

相互理解（傾聴）

意思決定関係構築

自己開示（主張）

会話
(conversation)

議論
(discussion)

討議
(debate)
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令和4年3月定例会の予定

　令和４年３月に予定されている美咲町議会定例会は
◆2月28日（月）開会～3月18日（金）閉会の19日間
◆一般質問は3月1日（火）～3月2日（水）の2日間
◆予算特別委員会は3月10日（木）～3月15日（火）の4日間

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

表紙の紹介 災害ボランティア養成講座

　風にも負けず、寒さにも負けずに飛び跳ねる子
どもたちに元気をわけてもらいました。

　12月26日（日）に美咲
町災害ボランティア養
成講座が開催されまし
た。
　今回の講座では、いつ
起こるか分からない災
害に立ち向かうためには地域の繋がりを大切にしなが
ら支え合えるボランティア精神の重要性を再認識しま
した。

海の町岬町と山の町美咲町
両町議会の交流を深めて町の発展を目指す

　美咲町は令和２年１１月に大阪府岬町と友好交流都市協定を締結しています。
　この程、協定締結１周年を迎える事となった１１月３日に岬町議会を訪問して議員交流会を開
催しました。
　海の町と山の町。全く異なる町の状況の中、お互いの共通点を探るよりも違いを認め合って
それぞれの良い所を学び合える交流が今後も展開できることを期待し、来春には岬町議会の来
町が約束されました。

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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美
咲
町
議
会
で

は
、
高
度
な
識
見

を
有
す
る
大
学
と

の
人
材
交
流
に
よ
り
、
地
域
課

題
解
決
を
図
り
、
こ
の
ほ
ど
、

美
作
大
学
・
美
作
大
学
短
期

大
学
部
と「
S
D
G
s
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
包
括
協
定
」を
結

び
ま
し
た
。

　

設
立
以
来「
地
域
立
」を
掲

げ
実
際
に
地
域
に
入
る
教
育

を
実
践
す
る
美
作
大
学
の
多

様
な
意
見
を
集
約
し
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
と
し
て
美
咲

町
の
意
思
決
定
を
行
う
町
議

会
が
相
互
に
連
携
協
力
を
進

め
、
地
域
社
会
に
お
け
る
政

策
課
題
へ
の
適
切
な
対
処
お

よ
び
地
域
の
持
続
可
能
な
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
住
み
良
い
町
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
議
会
活
動
に
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

（
左
居
記
）

　美咲町では放課後子ども教室（子どもたちが
放課後を安全・安心に過ごし、学習や体験・交
流活動などを行う事業）が町内７教室開設されて
おり、その中の６教室は「寺子屋」として委託団
体が運営しています。

　生徒の放課後支援を通して主体的に学習できる体
制づくりとして、放課後の時間を利用し生徒が自主
的に宿題や自らの課題に取り組む活動です。
　また、地域の大人たちが学習活動のサポートに参
加して子どもたちの活動を支えています。

●どんな活動ですか●

　中央中学校の生徒が対象です。
●参加対象はだれですか●

　毎週水曜日・金曜日（祝日・学校休業日は休室）の
15時30分～18時30分までの間、中央総合体育館
１階会議室で活動しています。
　特に中学生には定期テスト前に集中講座を開催し
テストに備えています。

●どこで活動していますか●

　宿題、学習ドリルなど生徒が個々の目標（学習カー
ドに記入）を毎回決めて、教科学習に取り組んでい
ます。

　子どもと大人が「一緒に考える」、子ども自身が
「やりきる」を基本とし、児童・生徒が自ら教科学
習などに取り組む姿勢を大切にしています。

　少人数で家庭的な雰囲気で学習ができているとこ
ろです。

　みさきスタイルこども応援事業運営委員会（美咲
町教育委員会生涯学習課）から委託を受けたＮＰＯ
法人ファミリーリングあゆむが運営しています。
　問い合わせは飯田純子（090-1181-9610）まで
お願いします。

●具体的な活動内容は何ですか●

●活動で大切にしていることは何ですか●

●どんなところが特徴ですか●

●運営は誰が行っていますか●

子どもたちの学力は確実にアップしています。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
三
船
　
博
之

副
委
員
長
　
松
田
　
英
二

中
西
　
伶
王

矢
吹
　
一
郎

板
垣
　
正
寿

左
居
　
喜
次

寺
子
屋
ち
ゅ
う
お
う

寺
子
屋
ち
ゅ
う
お
う

町民の皆さんこんにちは
放課後子ども教室

第2回

一緒
に学び考

える
一緒
に学び考

える


